
新
資
料
紹
介
「
土
門
拳
に
よ
る
碌
山
作
品
撮
影
」
関
係
資
料

武
　
井
　
　
　
敏

　
筑
摩
書
房
の
臼
井
吉
見
の
企
画
「
碌
山
全
集
」
の
た
め
に
、
土
門
拳
が
写
真
撮
影

を
行
っ
た
こ
と
は
、
以
前
よ
り
『
碌
山
美
術
館
報
』
で
紹
介
し
て
き
た
と
お
り
で
あ

る
（
第
三
十
六
号
「
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
　
臼
井
吉
見
の
荻
原
守
衛
考
を
語
る
」、

第
三
十
九
号
「
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
　
荻
原
碌
山
研
究
委
員
会
委
員
長
横
沢
正
彦
を

語
る
」）。
こ
の
撮
影
に
関
わ
る
一
通
の
葉
書
が
安
曇
野
市
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
と
の
情
報
が
、
安
曇
野
市
教
育
委
員
会
教
育
長
橋
渡
勝
也
氏
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
。

貴
重
な
情
報
提
供
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

　
葉
書
は
、
九
州
博
多
に
い
た
臼
井
吉
見
が
松
本
市
附
属
国
民
学
校
で
勤
務
す
る
横

沢
正
彦
に
宛
て
た
も
の
で
、
昭
和
十
八
年
六
月
二
十
八
日
の
消
印
が
あ
る
。
内
容
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
〇
彰
風
会
の
折
は
御
厄
介
に
な
／
り
ま
し
た
／
〇
碌
山
全

集
は
予
定
通
り
進
ん
／
で
ゐ
ま
す
　
二
十
五
日
か
ら
土
門
氏
／
が
東
京
に
あ
る
ブ
ロ

ン
ズ
の
撮
影
／
を
は
じ
め
ま
し
た
。
宮
内
像
と
／
北
條
虎
吉
を
各
十
数
枚
う
つ
し
／

ま
し
た
が
　
気
に
入
ら
ず
　
や
り
直
す
／
ら
し
く
　
気
に
入
っ
た
も
の
の
中
か
ら
／

高
村
さ
ん
が
択
ん
で
く
れ
る
こ
と
に
／
な
っ
て
ゐ
ま
す
　
文
部
省
の
「
女
」
／
が
す

ん
で
か
ら
穂
高
へ
出
か
け
る
こ
と
／
に
な
り
ま
せ
う
／
〇
昨
晩
は
博
多
情
調
を
味
は

ふ
／
気
力
も
な
く
早
く
ね
む
り
ま
し
た
／
今
朝
は
快
晴
厳
島
の
方
へ
か
へ
り
ま
す
」。

　
こ
の
記
述
か
ら
、
撮
影
の
あ
る
程
度
の
進
捗
状
況
、《
宮
内
氏
像
》《
北
條
虎
吉

像
》《
女
》
は
東
京
で
撮
影
さ
れ
た
こ
と
が
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

安曇野市文書館蔵
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